




























財的価値があり、 よければ急いで買おう」と貰氏にすすめた。 買氏も勿論、 この墓誌自体の価値




がもし日本で出土すれば、 言うまでもなく「国宝」になるであろう。 しかし、 この墓誌の研究か
ら言うと、 今までこの墓誌をめぐって卜万字以上の論文を発表した私の収穫が一番大きいかもし
れない。 中国では、「水を飲む時は井戸を掘った人 を思う」という諺がある。 それゆえ、 私たち
が井真成墓誌 を研究する時には、 買氏(図1) の功労を忘れてはならない、 と夜、は堅く信じるも
のである。











山典 『新点制 常に短いものの、 墓誌銘の言葉は簡潔で、要領を得
たものであると言える。 その発見後、 各方面から、 古代の日中文化交流に関する多くの情報が寄
せられて、 古代の長安で死去した唐の日本人留学生の墓誌及びその他の問題を、 今後さらに深く
































































































































































そのうち､よく見られる姓氏は､ ｢井上｣ ｢井口｣ ｢井之口｣ ｢井野｣ ｢井野辺｣ ｢井原｣ ｢井伏｣ ｢井












じめに出てきたのは､大別すると､ ｢井上説｣ ｢葛井説｣ ｢唐名説｣という三説である｡それ以後､
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